
国見のお宝発見！ 

 

国見地区には地理的、歴史的にたくさんのお宝があります。そこで、地区のことにつ

いて学習したことを紹介します。 

 

１ 五太子の滝 
 日本海に流れる一光川の途中に五太子の滝があ

ります。滝の高さ約２０ｍ、幅約３ｍの大きさです。

まるで鼓を打っているように大きな音がするので

別名「鳴滝（なるたき）」と呼ばれているそうです。

大きさと音の迫力でとてもびっくりします。夏でも

すずしくて気持ちがいいです。特に夏に見に行くこ

とをおすすめします。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 弁慶の洗濯岩 
弁慶の洗濯岩は小丹生町にある浸食された海岸

です。この岩は泥岩と砂岩が積もった層が波でけ

ずられて柔らかい泥岩層が残ってできたものです。 

 ここは化石の宝庫で、1300 万年以前の「べっこ

う」の化石や、１５００万年昔の鹿の頭部の化石も発

見されたそうです。 

 また、ここは源義経と武蔵坊弁慶一行が着ていた

服を洗濯したという言い伝えがあります。さらに、

このあたりに大波が打ち寄せてきたときに、春日

神社の神が村人を守るために自らお出ましになり

大波に向かって、この岸で「止まれ」と大声で叫び

ました。すると大波がぴたりとやみました。そして

この波が現在の岩を形取ったという伝説がありま

す。 

 とても岩がゴツゴツしていて、とてもきれいな所です。夕日の時に見るとよりきれいな

景色が広がります。 



３ 神の足跡 

 小丹生町の外れ、国道305号線に面した所に高さ１

０ｍほどの断崖絶壁があります。その絶壁に長さ約５

ｍ、幅約２ｍの大きさの足跡がくっきりとついていま

す。 

 この神の足跡の昔話としてこのようなお話が伝えら

れています。昔この地方に雨が降らず、農作物も弱っ

てしまいました。村の人たちはどうすることもできず、

神様に祈り続けました。すると翌朝、川に水があふれ、

田畑に大雨が降った形跡が見受けられました。村の人

たちをあわれむ神様が、夜を徹して海から水をくみ上

げ、田畑に散水されたということです。そして、その時

に歩いた神様の足跡が残っているという話があります。 

 足跡には二つあり、左側を「足袋型」、右側を「わらじ型」と言われています。大きさ以上

に迫力があります。 

 

 

 

 

４ 国見神社 
 国見地区には約 1250 年前に建てられた国

見神社があります。そこには大目霊神尊（おお

ひめのみこと）の御神体の腕が祀られています。 

 昔話によると、盗賊が御神体の腕を切り落と

し、盗もうとしました。しかしその盗賊は一晩中

境内の周りをぐるぐると走り続けただけで、そ

の場から逃げることができませんでした。結局、

その切り取った腕をその場に置き、逃げていっ

たそうです。また、国見神社の前の道を乗馬し

ながら通ると、必ず落馬し、通ることができなかったそうです。 

 神社の敷地は３３００㎡の広さです。樹齢が 100 年以上の杉や樫、銀杏の木がたくさ

んあり、昼でも少し暗いです。 

 

 

 

 

 

 



５ 春日神社 
小丹生町に

ある春日神社

には、勉強の

神様、病気の

神様、子ども

の神様、物ね

がいの神様が

祀られている

そうです。神

様はひとはし

らふたはしら

と数えます。 

国見にある

春日神社の広さは 17000 ㎡あります。今の本殿は 1887 年に改築され、拝殿は

1981年 11月 1日改築されました。本社のかたわらに護国神社が建立され、戦没者の

霊を祀っています。また、毎年秋には、大祭りが行われています。 

春日神社からの越前海岸の眺めはとてもきれいです。 

 

 

 

 

 

６ 加茂廼神社 

鮎川町にある加茂廼神社は、船員

の守護神として有名です。船員が海

上で大しけにあい、生命の危険があ

ったとき、神鳥が助けてくれたとい

う言い伝えがあります。 

加茂野神社には、船が描かれた絵

馬が数百枚飾られています。たくさ

んの絵馬を見ると、とても迫力があ

ってきれいです。 

 

 

 

 

 



７ 北野用水建立顕彰碑 

杉田七兵衛氏 

林武兵衛氏の顕彰

碑が大丹生町にあ

ります。 

この方たちは、

この周辺の森林を

開墾し、田を作っ

たり、用水路を作

ったりしました。そ

のおかげで水にも

困ることなく、こ

の周辺でたくさん

のお米を作ることができるようになりました。 

この功績をたたえて、地区の人たちが顕彰碑を建てました。 

 

 

 

 

 

８ 城崎彦五郎氏顕彰碑 
城崎彦五郎氏は１８７４年２月１０日に生まれました。 

国見町から鮎川町の道幅がせまく、でこぼこした高低

差が多くあり、通ることがとても難しかったそうです。

そこで城崎彦五郎氏は、台湾の自分の会社で成功し

たお金でそこの土地を買い、道路を整えました。その

おかげで、国見町が盛んであった木炭の輸送や通学

が便利で安全になりました。その功績をたたえて、住

民の手により顕彰碑が国見町に建てられました。 

 

 

 

 

 

このほかにもまだまだ地理的、歴史的に有名なものがたくさんあります。ぜひ国見に

来ていただき、目で見たり体験したりしてください。 


